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同
窓
会
活
動
に
積
極
的
な
参
加
を

東
京
鷹
桜
同
窓
会
会
長

高

橋

正

二

東京鷹桜同窓会会報

関
東
地
方
在
住
の
同
窓
生
の
皆
様
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

わ
が
鷹
桜
同
窓
会
は
大
正
十
四
年
春
に

第
一
回
の
卒
業
生
が
出
て
同
窓
会
が
始
ま

っ
て
以
来
、
六
十
一
回
の
卒
業
生
が
巣
立

ち
、
会
員
の
数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
東
京
在
住
の
同
窓
生
の
集
い
も
、

戦
後
、
昭
和
二
十
六
年
春
に
創
立
総
会
を

聞
い
て
以
来
、
三
十
四
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
第
一
回
卒
業
の
長
沼
孝
三
前
会
長
を

中
心
K
、
諸
先
輩
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
次

第
に
隆
盛
と
な
り
、
回
和
五
十
三
年
か
ら

は
田
高
等
女
学
校
の
「
小
桜
会
」
と
の
合

併
に
よ
り
東
京
鷹
桜
同
窓
会
に
発
展
し
、

今
日
に
至
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
秋
の
総
会
に
於
い
て
、

長
沼
孝
三
初
代
会
長
が
勇
退
さ
れ
、
私
が

第
二
代
会
長
の
大
役
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
次
第
に
総
会
出
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席
者
の
数
も
多
く
な
り
、
昭
和
五
十
八
年

秋
の
総
会
で
、
東
京
鷹
桜
同
窓
会
独
自
の

会
則
も
整
い
、
事
務
局
も
充
実
し
て
、
活

動
も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
か

ら
会
報
の
発
行
を
始
め
、
母
校
の
活
躍
状

況
や
東
京
の
各
学
年
の
同
期
会
の
模
様
、

同
窓
会
の
動
き
な
ど
を
報
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乙
の
会
報
も
総
会
出
席
者
を
中

心
に
配
る
ほ
か
、
同
期
会
な
ど
で
学
年
幹

事
に
配
っ
て
も
ら
う
程
度
で
し
た
が
、
乙

れ
を
関
東
在
住
の
皆
様
に
、
総
会
の
案
内

状
と
共
に
お
送
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
親
睦
の
輪
が
拡
が
る
乙
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

又
、
同
窓
会
の
活
動
の
中
で
、
経
済
的

な
負
担
も
小
さ
く
な
く
、
総
会
の
案
内
状

一
つ
に
し
て
も
、
出
席
者
が
案
内
総
数
の

一
割
未
満
と
い
う
乙
と
で
、
乙
れ
を
出
席

者
が
負
担
す
る
よ
う
に
な
づ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
乙
で
、
出
席
さ
れ
な
い
方
も
、
事

務
費
と
し
て
、
金
て

0
0
0円
を
事
務

局
ま
で
お
送
り
下
さ
る
よ
う
、
郵
便
振
替

用
紙
を
同
封
致
し
ま
し
た
。
な
に
と
ぞ
、

ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。

東
京
鷹
桜
同
窓
会
一
年
の
歩
み

マ
五
九
年
十
月
二
十
一
日
(
日
)
日
比

谷
公
園
「
松
本
楼
」
で
定
例
総
会
開
催
。

出
席
者
一

O
五
名
。
母
校
の
水
野
多
門
校

長
(
昭
四
卒
)
、
本
部
か
ら
村
山
秀
雄
会

長
(
昭
日
卒
)
、
寺
島
房
子
副
会
長
(
昭

日
卒
)
ら
の
ご
出
席
を
仰
ぐ
。
会
務
報
告

に
続
き
議
事
を
行
い
、
会
則
の
一
部
改
正
、

役
員
改
選
を
満
場
一
致
で
議
決
し
た
後
、

恒
例
と
な
っ
た
、
郷
里
か
ら
寄
贈
の
銘
酒

「
小
桜
」
の
鏡
開
き
、
会
員
の
自
己
紹
介

(昭
H
1
日
卒
)
を
行
い
、
な
ご
や
か
に

歓
談
、
最
後
に
安
部
嘉
伸
氏
(
昭
お
卒
)

の
指
導
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
締
め
く
く
っ

た
。
武
田
律
子
氏
(
昭
弘
卒
)
に
よ
る
女

声
!
司
会
で
華
や
か
さ
も
ひ
と
し
お
。

マ
五
九
年
一
一
月
十
七
日
(
土
)
板
橋
・

商
工
企
画
内
事
務
局
で
事
務
局
会
議
開
催
。

田
・
新
事
務
局
長
な
ど
六
名
出
席
。
五
九

年
度
総
会
ま
で
の
書
信
な
ど
の
整
理
や
会

員
名
簿
の
整
理
の
検
討
等
を
行
う
。

i

以
後
六

O
年
五
月
ま
で
、
大
谷
礼
子
、
難

¥.._/ 

又
、
現
在
、
総
会
出
席
者
の
年
代
を
見

て
み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
の
卒

業
生
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
の
出
席
者
が
非

常
に
少
な
い
現
状
で
す
。
同
期
会
の
幹
事

の
方
、
ぜ
ひ
事
務
局
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、

若
い
力
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す。波
俊
子
両
事
務
局
員
の
手
に
よ
り
、
約

一
、
二

O
O名
に
の
ぼ
る
会
員
の
名
簿
の

点
検
・
加
除
な
ど
整
理
作
業
が
行
わ
れ
た
。

多
大
な
労
苦
に
対
し
、
会
長
は
じ
め
一
向
、

感
謝
に
た
え
ず
。

マ
五
九
年
一
二
月
二
日
(
日
)
池
袋
・

東
方
会
館
で
学
年
幹
事
会
を
中
心
と
し
た

反
省
会
開
催
。
高
橋
会
長
な
ど
二
五
名
出

席
。
近
況
を
披
露
し
合
う
な
ど
和
気
あ
い

あ
い
。
例
年
乙
の
頃
、
有
志
の
集
い
が
恒

例
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
更
に
、
昭

和
四

0
1五
0
年
代
卒
業
の
若
手
の
参
加

を
望
む
声
し
き
り
。
事
務
局

(
O三
l
二

O
九
l
八

O
一
六
土
屋
)
ま
で
ご
連
絡

願
い
た
し
。

マ
六

O
年
七
月
六
日
(
土
)
池
袋
「
紅

花
」
で
事
務
局
会
議
兼
会
報
編
集
会
議
開

催
。
九
月
六
日
夕
刻
、
学
年
幹
事
会
を
開

催
の
上
総
会
に
臨
む
こ
と
、
か
ね
て
よ
り

木
村
繁
(
昭
お
卒
)
編
集
委
員
長
か
ら
提

案
さ
れ
て
い
た
会
報
の
総
会
前
発
行
を
実

行
に
移
す
乙
と
な
ど
討
議
・
決
定
。
活
動

も
徐
々
に
充
実
の
感
あ
り
。
(
土
屋
記
)

品ず'
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東
京
鷹
桜
同
窓
会
の
あ
ゆ
み

(
2
)
l長
中
草
創
期

l

ー
で
、
第
二
回
総
会
を
聞
い
て
い
る
。

出
席
者
は
い
ず
れ
も
四
十
歳
前
後
で
働

き
盛
り
で
あ
っ
た
。
熱
心
な
語
り
合
い
が

つ
づ
け
ら
れ
、
「
母
校
の
た
め
に
何
か
し

よ
う
」
と
考
え
を
め
ぐ
ら
す
う
ち
に
、
い

く
つ
か
の
提
案
の
中
か
ら
、
母
校
卒
業
生

の
「
就
職
斡
旋
」
が
浮
か
び
出
し
た
。

当
時
、
「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」
で
生
れ

た
多
く
の
子
供
た
ち
が
若
者
と
な
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
次
・
三
男
対
策
も
あ
っ
て
、
農

村
か
ら
都
会
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し

就
職
難
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
さ
に

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
提
案
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
、
第
二
回
の
総
会
後
、

直
ち
に
こ
の
こ
と
が
母
校
に
伝
え
ら
れ
、

翌
二
十
八
年
三
月
の
卒
業
生
の
中
か
ら
、

那
須
満
雄
ほ
か
十
数
名
の
就
職
を
世
話
し

た
。
母
校
で
は
大
感
激
で
、
文
、
世
話
を

受
け
た
卒
業
生
も
恩
義
に
感
じ
、
一
生
懸

命
仕
事
に
励
み
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
、

評
判
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
感
激
し
た
世
話
組
の
先
輩

た
ち
は
、
乙
ん
ど
は
「
よ
く
や
っ
た
」
と

し
て
、
こ
れ
ら
後
輩
達
を
、
後
の
総
会
で

表
彰
す
る
乙
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
創
立
総
会
と
第
二
回
総
会

を
は
さ
ん
で
活
発
に
活
動
を
し
、
続
く
か

と
思
わ
れ
た
が
、
働
き
盛
り
の
当
事
者
た

ち
の
多
忙
さ
も
あ
り
、
次
代
の
後
輩
の
拍

頭
を
待
つ
乙
と
に
な
る
。
(
以
下
次
号
)

(2) 

恕
長
創
立
総
会
聞
く

第 4号

「
石
膏
会
館
L

昭
和
二
十
六
年
初
夏
、

新
橋
の

で

前
回
に
ひ
き
つ
づ
き
、
東
京
の
同
窓
会
、
創
立
総
会
の
模
様
と
、
当
時

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
聞
き
書
き
は
、
前
回
に
つ
づ
き

渋
谷
利
蔵
、
桑
島
喜
平
の
両
先
輩
を
中
心
に
、
長
沼
孝
三
、
高
橋
正
二
の

前
・
現
会
長
か
ら
行
っ
た
も
の
で
す
。
(
敬
称
略
)
(
編
集
部
・
木
村
)

昭
和
二
十
五
年
秋
、
大
田
区
の
渋
谷
利
行
わ
れ
た
。
(
因
み
に
須
藤
恒
雄
は
現
在

蔵
(
昭
4
卒
)
宅
で
、
同
期
の
桑
島
喜
平
吉
野
石
膏
附
の
社
長
で
あ
る
。
)

及
び
大
国
輝
威
(
昭
3
卒
)
で
準
備
し
た
|
諸
先
輩
の
記
憶
が
定
か
で
な
い
が

山
形
県
立
長
井
中
学
校
同
窓
会
東
京
支
部
乙
の
席
に
は
酒
や
料
理
は
な
く
、
お
茶

の
創
立
総
会
は
、
翌
二
十
六
年
の
春
も
過
と
お
菓
子
な
ど
の
質
素
な
も
の
だ
っ
た

ぎ
た
初
夏
の
頃
、
港
区
新
橋
の
「
石
膏
会
と
想
像
さ
れ
る
。
乙
れ
は
昭
和
三
十
年

館
」
で
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
十
四

1
十
代
前
半
ま
で
つ
づ
く
よ
う
で
あ
る
。

五

名

で

あ

っ

た

。

創

立

総

会

の

席

上

、

ま

ず

次

の

乙

と

が

当
時
、
戦
後
数
年
の
乙
と
と
て
、
電
話
決
定
さ
れ
た
。

の
普
及
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
戦
争
で
没
(
名
称
)
山
形
県
立
長
井
中
学
校
同
窓
会

し
た
多
く
の
同
窓
生
や
消
息
の
分
か
ら
な
東
京
支
部

い
人
達
が
多
く
、
連
絡
の
と
り
ょ
う
も
な
(
支
部
長
)
長
沼
孝
三
(
一
回
大
凶
卒
)
、

い

状

態

で

あ

っ

た

。

(

副

支

部

長

)

谷

口

正

美

(

大

日

卒

)

、

し
た
が
っ
て
直
接
本
人
と
の
連
絡
は
な
渋
谷
幸
太
郎
(
昭
2
卒
・
利
蔵
の
兄
)

か
な
か
っ
か
ず
、
故
郷
に
連
絡
し
て
は
、
須
藤
恒
雄
(
昭
3
卒
)

そ
の
消
息
に
よ
っ
て
本
人
と
連
絡
が
つ
く
(
事
務
担
当
)
大
国
輝
威
(
昭
3
卒
)
、

よ
う
な
こ
と
で
、
そ
の
困
難
は
そ
の
後
し
桑
島
喜
平
(
昭
4
卒
)
渋
谷
利
蔵
(
昭

ば
ら
く
続
く
乙
と
に
な
る
。

4
卒
)

会
場
の
「
石
膏
会
館
」
は
、
須
藤
恒
雄
(
連
絡
事
務
所
)
渋
谷
利
蔵
宅

(昭
3
卒
)
の
勤
務
し
て
い
た
吉
野
石
膏
実
は
、
翌
昭
和
二
十
七
年
も
、
同
じ
時

側
の
所
有
で
、
そ
の
一
室
で
創
立
総
会
が
期
に
、
司
じ
場
所
で
、
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
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〔
母
校
の
活
躍
〕

強
豪
の
仲
間
入
り
し
た
野
球
部

【
甲
子
園
大
会
・
県
予
選
】

進
境
著
し
い
わ
が
野
球
部
は
、
一
回
戦

を
シ
ー
ド
さ
れ
、
二
回
戦
よ
り
出
場
、
二

回
戦
、
高
畠
高
校
を

5
1
4
で
退
け
、
三

回
戦
、
羽
黒
工
業
と
対
戦
し
た
が
、

8
1

7
で
惜
敗
、
涙
を
の
ん
だ
。

【
県
高
校
総
体
】

6 
月

マ
体
操
男
女
団
体
参
加
、
高
橋
孝
一
郎

個
人
総
合
十
五
位
。

マ
テ
ニ
ス
男
子
団
体
二
回
戦
で
敗
退
、

男
子
個
人
三
回
戦
で
敗
退
。

マ
野
球
二
回
戦
新
庄
北
、
準
々
決
勝
酒

女
子
一

O
O
m
平
泳
、
蒲
生
ゆ

'--'" 

か
り
八
位
、
女
子
二

O
O
m
y
一
語
、
高
橋

真
紀
子
七
位
、
女
子
二

O
O
m
平
泳
、
蒲

生
ゆ
か
り
八
位
、
同
色
摩
尚
子
九
位
。

【
置
賜
地
区
大
会
】

5 
月

マ
陸
上
団
体
二
位
個
人
砲
丸
投
げ
一

位
、
四

O
O
ハ
ー
ド
ル
一
位
。

マ
体
操
団
体
‘
男
女
と
も
二
位
、
個
人

総
合
優
勝
高
橋
孝
一
郎
、
種
目
別
、
男
子

六
種
目
入
賞
、
女
子
一
種
目
優
勝
。

マ
テ
ニ
ス
団
体
、
男
子
五
位
、
男
子
ベ

ス
ト

8
K
二
組
。

マ
野
球
一
回
戦
で
米
商
に
敗
退
す
る
も

敗
者
復
活
戦
で
勝
ち
進
み
、
地
区
代
表
権

を
か
ち
と
っ
て
、
県
大
会
へ
進
出
。

マ
パ
レ

l

男
子
五
位
、
女
子
四
位
。

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
二
位
、
女
子
三
位
。

マ
サ
ッ
カ
ー
ー
部
で
四
位
。

マ
卓
球
男
子
五
位
、
女
子
二
位
。

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
二
位
、
女
子
入

賞
な
し
。

マ
剣
道
団
体
、
女
子
三
位
、
個
人
男
子

三
位
(
吉
田
)
、
女
子
三
位
(
小
関
)
。

マ
柔
道
個
人
、
軽
量
級
三
位
(
江
口
)
。

マ
弓
道
個
人
、
佐
藤
有
里
子
三
位

マ
水
泳
団
体
、
女
子
優
勝
、
女
子
個
人

一
O
O自
由
二
位
(
須
佐
邦
子
)
、
女
子

四

O
Oリ
レ

1
二
位
。

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
三
位
。

マ
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
八
月
四
日
、
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
予
選
で
優
勝
。

¥，.，_../ 

池
袋
の
貸
会
場
各
種
教
室
・
ク
ラ
ス
会
・

宿
泊

(
3
名
)
な
ど
に
ご
利
用
下
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

T
L

・

サ

ロ

ン

ネ

巾

花

カラオケ・パー

ビーハイブ 豊
申区
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袋

問一
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工せァ
企は二
画 9 5 
(棉 5 ハ

8 イ
高|お
橋 8 ~重
忠 4 翌
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yレ喫
裂フ茶
栄ー

?フ
?ン

世
田
谷
区
上
馬

(
四
二
二

ノ
七
ノ
四

八
八
三
九

母
校
の
部
活
動
は
、
全
体
的
に
は
平
均
的
な
活
躍
状
況
と
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
と
こ
ろ
、
目
覚
ま
し
い
進
境
を
み
せ
て
い
る
の
が
、
野
球
部
で
あ
る
。

昨
年
か
ら
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
が
、
本
年
三
月
に
「
い
わ
き
地

方
」
で
の
長
期
合
宿
を
行
う
な
ど
、
意
欲
的
に
練
習
を
行
い
、
先
頃
、
野
球

部
O
B
、

P
T
A
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
長
井
高
校
野
球
部
を
励
ま
す
会
」

か
ら
、
冬
季
練
習
の
で
き
る
投
球
・
パ
ッ
テ
イ
ン
グ
練
習
場
の
寄
贈
を
受
け
、

一
段
と
熱
が
入
っ
て
県
の
高
校
総
体
で
は
ベ
ス
ト

4
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成

績
に
つ
な
が
っ
た
。
甲
子
園
大
会
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
強
豪
校
は
み

な
私
立
高
校
で
、
山
形
県
で
も
、
ベ
ス
ト

4
の
他
の
三
校
は
私
立
高
校
で
あ

っ
た
。母

校
で
は
、
水
野
校
長
を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
乙
の
野
球
部
の
応

援
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
地
域
の
活
力
に
な
れ
ば
と
期
待
は
熱
い
。

東
京
の
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
に
も
心
か
ら
の
応
援
を
切
望
し
た
い
。

田
南
を
下
し
、
堂
々
、
準
決
勝
戦
に
駒
を

進
め
、
強
豪
日
大
山
形
に
敗
れ
た
が
、
大

健
闘
。

マ
バ
レ

l

男
女
共
出
場
、
入
賞
な
し
。

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
二
回
戦
で
敗
退
、

女
子
一
回
戦
で
敗
退
。

マ
卓
球
男
子
団
体
一
回
戦
で
敗
退
、
女

子
団
体
二
回
戦
で
敗
退
。

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
団
体
、
女
子
個

人
入
賞
な
し
。

マ
剣
道
男
女
団
体
参
加
、
入
賞
な
し
。

マ
弓
道
個
人
佐
藤
有
里
子
、
予
選
通
過

で
き
ず
。

マ
水
泳

長
井
の
酒
と
料
理

も

が

み

竹
田
い
そ
子
(
昭
日
卒
)

板
橋
区
大
山
町
三
|
六

(
九
五
五
)
五
四
九
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(4) 第 4号

マ
大
河
卒
「
寿
会
」
(
高
女
)

五
月
九

1
十
日
、
赤
湯
・
丹
泉
ホ
テ
ル

で
、
出
席
者
二
十
二
名
。
来
年
も
同
じ
頃
。

(
幹
事
・
松
下
よ
し
日
荒
砥
、
つ
ね
日
鮎

員
)

島

e
'
u

マ
昭
4
卒
「
東
京
己
巴
会
」
(
長
中
)

年
二
回
開
催
。
場
所
は
世
田
谷
区
北
沢

の
千
代
田
火
災
「
北
沢
ク
ラ
ブ
」
。
四
月

十
日
と
十
二
月
八
日
、
但
し
今
年
は
十
二

月
七
日
。
四
月
は
出
席
者
八
人
だ
っ
た
。

マ
昭
4
卒
周
期
会
(
高
女
)

六
月
二
十
四

1
二
十
五
日
、
赤
湯
・
丹

泉
ホ
テ
ル
で
、
出
席
者
二
十
九
名
。
東
京

か
ら
の
出
席
者
七
名
。
(
来
年
の
当
番
幹

事
は
荒
砥
在
住
者
)

マ
昭
5
卒
同
期
会
(
長
中
)

六
月
十
三
日
、
山
形
市
福
祉
会
館
で
開

催
。
出
席
者
十
五
名
。
次
回
は
未
定
。

(
幹
事
・
乃
美
賢
二
H
九
六
六
l
四
五
三

一

)

マ
昭
7
卒
同
期
会
(
高
女
)

昨
年
九
月
に
長
井
で
開
催
。
(
長
井
の

幹
事
・
工
藤
)

マ
昭
8
卒
周
期
会
(
一
口
同
女
)

五
月
に
、
日
光
・
湯
本
「
小
西
ホ
テ
ル
」

で
一
泊
開
催
。
出
席
者
十
三
名
。
う
ち
東

京
か
ら
五
名
。
(
幹
事
・
安
藤
一
房
子
H

O
四
二
四
i
八
二
l
六
五
一
四
)

マ
昭
9
卒
周
期
会
(
高
女
)
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六
月
十
二

1
十
三
日
、
上
ノ
山
温
泉
の

「
三
木
屋
」
で
開
催
。
卒
業
五
十
周
年
を

祝
う
。
出
席
者
十
五
名
。
(
幹
事
・
鈴
木

せ
っ
、
勝
見
千
代
)

え
つ
む
ん

マ
昭
叩
卒
「
乙
人
会
」
(
長
中
)

五
月
十
六

1
十
八
日
(
二
泊
)
、
熱
海

で
開
催
。
山
田
禎
史
先
生
を
迎
え
、
出
席

者
十
名
。
来
年
は
五
月
、
飯
坂
温
泉
で
。

(
幹
事
・
芳
賀
勝
助
、
渡
辺
伊
作
)

マ
昭
叩
卒
周
期
会
(
高
女
)

六
月
末
、
長
井
の
「
萩
公
園
」
で
開
催
。

出
席
者
三
十
名
。
(
幹
事
・
山
口
の
ぶ
)

マ
昭
円
卒
周
期
会
(
高
女
)

五
月
中
旬
、
松
島
で
開
催
。
二
泊
。
参

加
者
十
五
名
。
来
年
は
長
井
の
当
番
で
、

五
月
の
予
定
。
幹
事
は
山
形
、
長
井
、
東

京
の
ま
わ
り
も
ち
。
(
幹
事
・
梅
津
か
っ

子
)マ

昭
ロ
卒
周
期
会
(
高
女
)

四
月
、
新
潟
県
の
瀬
波
温
泉
で
開
催
。

出
席
者
十
三
名
。
次
回
は
未
定
。

マ
昭
叫
卒
同
期
会
(
高
女
)

六
月
一
目
、
飯
豊
町
で
合
同
で
開
催
。

出
席
者
二
十
八
名
。
東
京
地
方
は
九
月
に

横
浜
で
開
催
予
定
。
(
幹
事
・
吉
田
り
え
)

マ
昭
叩
卒
同
期
会
(
高
女
)

昨
年
九
月
、
上
野
で
開
催
。
出
席
者
約

十
二
名
。
今
秋
も
都
内
を
予
定
。
(
幹
事

・
長
浜
薫

H
O四
二
三
i
七
一
!
五
三
四

八
)マ

昭
3

昨
年
5
月
中
旬
、
合
同
で
熱
海
で
開
催
。

二
十
五
名
出
席
。
今
年
は
九
月
、
長
井
で

開
催
予
定
。

マ
昭
げ
卒
同
期
会
(
高
女
)

六
月
二
十
八
日
、
長
井
「
萩
公
園
」
で

開
催
。
出
席
者
三
十
七
名
。

マ
昭
叩
卒
周
期
会
(
高
女
)

七
月
十
三

1
十
四
日
、
蔵
王
温
泉
「
吉

田
屋
」
で
開
催
。
出
席
者
二
一
十
三
名
。

マ
昭
叩
卒
同
期
会
(
高
女
)

一
年
置
き
に
開
催
。
今
年
は
休
年
。

マ
昭
却
卒
周
期
会
(
高
女
)

五
月
十
三
日
、
宮
城
県
「
秋
保
温
泉
」

で
開
催
。
出
席
者
二
十
三
名
。
三
年
後
は

還
暦
と
な
る
の
で
、
長
井
で
盛
大
に
聞
く

予
定
。マ

昭
辺
卒
「
小
桜
会
」
(
高
女
)

昨
年
十
月
二
十
六
日
、
鎌
倉
市
海
岸
の

「
鎌
倉
ホ
テ
ル
」
で
開
催
。
出
席
者
十
八

名。
マ
昭

n旧
制
長
中
・
昭
剖
新
制
長
高
卒

入
学
は
同
時
な
が
ら
、
学
制
改
革
で
両

年
度
に
分
か
れ
て
卒
業
と
な
っ
た
。
在
京

同
期
会
を
三
年
に
一
度
開
催
。
(
幹
事
・

梅
津
貞
夫
、
金
田
国
男
)

マ
昭

n卒
周
期
会
(
高
女
)

例
年
、
秋
季
に
開
催
。

マ
昭
部
卒
周
期
会
(
長
高
)

六
月
八

1
九
日
、
福
島
市
「
土
湯
温
泉

ホ
テ
ル
」
で
開
催
。
守
谷
辰
雄
、
奥
村
三

郎
先
生
夫
妻
な
ど
恩
師
九
旬
、

B

勢
八
十

周
期
会
(
高
女
)

六
名
の
参
加
で
、
全
国
大
会
第
三
回
を
盛

大
に
行
っ
た
。
東
京
で
忘
年
会
を
予
定
。

マ
昭
幻
卒
「
東
京
ニ
七
会
」
(
長
高
)

五
月
十
八

1
十
九
日
、
千
葉
「
勝
浦
温

泉
」
で
開
催
。
出
席
者
十
五
名
。
来
年
も

同
じ
頃
。
(
幹
事
・
島
崎
朝
雄

H
O四
二

一一一
l
一一一一

i
一
六
三
四
)

マ
昭
却
卒
周
期
会
(
長
一
回
同
)

昨
年
十
二
月
八
日
、
渋
谷
「
や
ま
が
た

舟
唄
」
で
開
催
。
出
席
者
二
十
七
名
。
今

年
は
十
月
二
十
六
日
、
水
野
校
長
を
囲
ん

で
開
催
予
定
。
(
常
任
幹
事
・
綿
谷
琴
子

リ
四
六
九
l
七
七
三
三
)

マ
昭
却
卒
「
母
校
ヘ
招
待
」

五
月
十
八
日
、
母
校
の
創
立
記
念
行
事

に
招
待
を
受
け
、
全
国
か
ら
参
集
。
夜
、

山
形
の
「
月
間
ホ
テ
ル
」
で
盛
大
に
周
期

会
を
開
催
。

マ
昭
担
卒
同
期
会
(
北
高
)

昨
年
、
東
京
の
同
窓
会
に
八
名
出
席
。

終
了
後
、
茶
話
会
で
だ
べ
る
。

マ
昭
担
卒
同
期
会
(
南
高
)

昨
年
、
東
京
の
同
窓
会
に
八
名
出
席
。

終
了
後
、
同
期
会
を
す
る
。

マ
昭
叫
卒
周
期
会
(
北
高
)

来
年
、
山
形
で
開
催
予
定
。

武
田
律
子
)

(
幹
事
・

|
|
お
ね
が
い
|
|

各
学
年
の
幹
事
の
方
、
周
期
会
の
模
様

を
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。


